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専攻・講座名　情報科学専攻　　
学年　 博士前期過程　１回生
氏名  　　　　　　新納　　望
発表題目は「奈良県のスギ、ヒノキにおけるALOS/PRISMデータを用いた樹高推定に関する考察」で、内容は算出には現在のすべての木の胸高直径を測る必要のある林業において求めることが重要である材積量を、3方向からの観測により立体視可能であるALOS/PRISMを使用し、広範囲の材積量を正確に推定することを目的としている。今回はその前段階として樹幹解析による地上検証データの作成とソフトRemote10により奈良県吉野郡川上村井光経営区の樹高の推定を行ったものの発表を行った。発表形式としてはパワーポイントによる口答発表を行った。
聴講に来てくださった先生方からは衛星から樹高算出を行うための様々なアドバイスをいただいた。ソフトから出された樹幹頂点高度の精度や、ソフトから出された値と比較を行った１/５０００の白地図の精度や、観測地域の木の生え方や、材積の別の算出方法や、ソフトから出したデータの算出方法などの質問やアドバイスをいただいた。これらは、算出方法以外随時検討中の課題とした。
発表の感想としては、今回が初めての学会発表であったため少し硬さが見られたのが反省点であるが、発表後、土木分野の方などさまざまな観点からの質問や貴重なご意見をいただき、活気ある質疑応答であったためこれからの研究を進めるために参考になった。発表後もこの発表の指針などにいろいろな方がご意見を下さり、勉強になった。
訪問研究機関では研究遂行のためにRemote10の制作を行った方と出会うことができ、ソフトを使用する上でのアドバイスや日頃作業をする上での効率の良い方法や、内部データの直接的な使用方法を知ることが出来た。また、同じような研究をなさっている方々の発表を聞くことが出来、質問もしやすい環境であったため、積極的に質問を行うことで今後の研究の指針にもなった。とくに、センサに違いはみられるが、「LiDARデータを用いたベクター形式の樹冠領域抽出の手法の開発」という題名の発表はとても参考になった。この発表を聴講することで木の樹冠を抽出する上での解析方法や、シミュレーションを作成するほうがいいなど新たな課題を発見することが出来た。分解能に
他にも、研究分野は違うが衛星データの解析により、収穫予想が出来る解析を行っていた人にも話を伺ったが、懇切丁寧に教えていただき、様々な物体に対する解析方法などを教えていただいた。
この学会に参加できて、発表を行うことができ、とても勉強になりました。
